







































安 藤 有 美
Influence of Self-expression by Personality Factor and Situation Factor :
Comparison of the behavioral patterns in Self-expression
Yumi ANDO
ABSTRACT
This research considered the influence of personality factors and a situation factor about self-expression
when college students are performing in a dialog scene. Self-expression consists of the following behavioral
patterns assertive, aggressive, unassertive, indirect, and simplistic. The response for each imaginary situation
was made into a preference of self-expression.
The questionnaire was completed by 631 college students. Analysis of variance revealed the following :
(a) The preference of self-expression changes according to the situation factor. (b) The preference of self-
expression changes according to the personality factor. (c) The preference of self-expression is expressed in
response to the interaction of a personality factor and a situation factor. All these things made it clear that self-
expression differs according to personality factor, although self-expression is subject to strong influence by
the situation factor.
KEYWORDS : self-expression, assertiveness, aggressiveness, personality factor, situation factor, college student
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場面１〔友人からの誘い場面：H/L〕
友人から今度の休みにどこかに遊びに行こうと誘われました。その友人とは前々からどこかに遊びに行
こうと約束してはいましたが，近頃忙しかったので，今度の休みは家でゆっくりしようと決めていまし
た
①いいよ。どこ行く？（非主張的）
②ごめん，また今度ね。（短絡的）
③今度の休みは難しいかもしれないな。考えておくよ。（間接的）
④最近ずっと忙しくて，休みは家でゆっくりしようと思ってたんだ。遊びに行くのは今度にしない？（ア
サーティブ）
⑤今度の休みはだめだなー。（攻撃的）
場面２〔雑談場面：H/H〕
あなたは友人とレストランで食事をしていました。友人との話は尽きることなく，この続きをあなたの
下宿先で話そう，と友人は言いました。しかし，明日は早い時間から用事もあり，あなたは家に来てほ
しくないと思っています。
①話の続きはまた今度ね！（短絡的）
②少しぐらいだったらいいよ。（非主張的）
③家の中がすごく散らかってるんだよねー。（間接的）
④ごめん。明日の朝早くから用事があるから，次の機会にゆっくり話そう。（アサーティブ）
⑤今日は早く寝たいから無理！（攻撃的）
場面３〔グループ作業場面：L/L〕
授業で出題されたグループ課題において，あなたは多くの資料を集めたりと，自分なりに一生懸命だっ
たので，あなたの働きはグループに貢献していると考えていました。しかし，ある時，グループのメン
バーからあなたは非協力的だと言われました
①えー！ちゃんとやってるよ。（短絡的）
②私（俺）のどこが非協力的だって思うの？自分なりに頑張ったつもりだけど，何が足りなかったのか教
えてよ。（アサーティブ）
③ごめん。これからはもっと頑張るよ。（非主張的）
④そういう自分は何をしたって言える？（間接的）
⑤それじゃあ後は自分たちでやれば！（攻撃的）
場面４〔金銭貸借場面：L/H〕
あなたは以前，友人にお金を貸していて，そのお金はまだ返してもらってはいません。友人はそのこと
をすっかり忘れてしまっている様子で，何気なくそのことを話題にしても，一向にお金を返してくれる
素振りもありません
①そろそろ貸したお金，返して。（短絡的）
②何か忘れてない？こないだお金貸したよね？（間接的）
③いい加減，貸してたお金返してよ！（攻撃的）
④あの…お金…（非主張的）
⑤こないだお金借りたこと覚えてる？今でも返せるようなら，返してほしいんだ。（アサーティブ）
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抄 録
本研究は，大学生が友人との対話場面で行っている自己表現について，個人要因と状況要因によ
る影響を検討した。自己表現については，場面に対する行動形態（アサーティブ，攻撃的，非主張
的，間接的，短絡的）への選択頻度をもって個人の自己表現の選好として捉えた。調査は大学生６３１
名に質問紙を配布し実施した。分散分析の結果，以下の３点が明らかになった。第１に，自己表現
の選好は状況要因による影響を受けること。第２に，自己表現の選好は個人要因による影響を受け
ること。第３に，自己表現の選好は，個人要因と状況要因の交互作用を受けて表出されること。以
上より，自己表現は状況による強い影響を受けつつも，個人差の影響を受けて異なる傾向を示すこ
とが明らかとなった。
キーワード：自己表現，アサーティブ，攻撃的，個人要因，状況要因，大学生
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